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137Cs及び134Csの大気中放射能濃度と粒径分布の季節変動
Seasonal variation of the atmospheric 137Cs & 134Cs - Concentration and aerosol size
transporting radioactive Cs ?
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2011年 3月 11日の東日本大震災によって福島第一原子力発電所の事故が発生し、大気中に大量の放射性物質が放出
され広範囲にわたる土壌・植生・水域に沈着した。放射性セシウムは排出量が多く、137Cs及び、134Csの半減期はそれ
ぞれ 30.2年と 2.06年と長いため、長期間にわたり陸域・水域・大気を通じ移行・拡散していく可能性がある。特に大気
を通じての移行は、主に土壌・植生からの再飛散によって起こっていると考えられるが、大気中を再飛散する放射性セ
シウムの化学的・物理的形態はまだわかってないことも多く、現在再飛散している放射性セシウムが飛散するメカニズ
ムや濃度・粒径分布の季節変動は理解されていない。本研究では長期的に継続して観測した大気中放射能の観測値を元
に、その濃度と粒径分布の季節変動及びその変動要因を理解することを目的としている。
本研究では大気中の放射性セシウムの季節変化を調べるため、Site-A(川俣地区杉林)、Site-B(浪江地区学校グラウンド)、

Site-C(Site-Bに隣接した広葉樹林)、Site-D(除染済の浪江地区学校グラウンド)の四地点での 2012年 12月以降の観測デー
タを使用した。Site-Aは 2012年 8˜12月周辺まで、Site-Dは 2011年 12˜2012年 2月周辺にかけて除染が行われ、地表の
セシウム存在量は低くなっている。Site-B,Cはまだ除染が行われていないため、地表のセシウム存在量は高いままとなっ
ている。

Site-A、Cでは、主にカスケードインパクター (TE-236)を装着したハイボリュームエアサンプラーを使用し、粒径別
にエアロゾルサンプリングを行った。サンプリング期間は 2-3週間である。また、状況に応じ粒径分別しない全量サン
プリングも行った。Site-Bでは 24/48時間間隔の高頻度全量サンプリングと粒径別サンプリングも行った。Site-Dでは
サンプリング期間が 1-2週間の全量サンプリングのみ行っている。それぞれ、エアロゾルをサンプリングした石英繊維
フィルタに含まれる放射性セシウムを測定し、大気中の放射能濃度に換算している。
放射性セシウムは各地点とも同様の季節変動が見られ、冬季に低濃度となり夏季には高濃度となった。夏季でも雨の

多い 6˜7月周辺に濃度が低下するため、5月および 8-9月に極大を持つ 2ピークとなっていた。
放射性セシウムの担体として働くエアロゾルの粒径分布にも季節変動が見られた。10.3˜0.69µmの粒子の全放射能への

寄与率は夏季及び秋季に高く、放射性セシウムのほとんどが粗大粒子を担体に運ばれていた。それに対し、バックアッ
プフィルターに捕集される粒子（0.39µm以下の粒子と各ステージに補足されなかったより大きな粒子）の寄与率は冬季
及び春季に高く、粗大粒子と微小粒子の双方で運ばれていると考えられる。このことから、季節ごとに再飛散メカニズ
ムが変わっていることが示唆された。

Site-Bと Site-Dは 0.75km程度の距離しか離れていないが、Site-Dは除染が行われたため、近接した土壌から再飛散さ
れる放射性セシウム量は小さくなると考えられる。よって二地点の濃度差から、再飛散した放射性セシウムの担体粒子
の輸送・沈着の空間スケールが推定できる。Site-B/Site-D大気セシウム放射能濃度比は、冬季及び春季には平均約 2.2で
あるのに対し、夏季及び秋季には平均約 1.3と異なっていた。このことから、高濃度かつ粗大粒子が支配的となる夏季・
秋季には再飛散の空間スケールは比較的大きく、低濃度で粗大粒子が支配的でない冬季及び春季には、ごく局所的なス
ケールで再飛散が起きていることがわかった。
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